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そんけい すべき ムスリム の みなさま︕ 

ぜんのう の しゅ（スブハーナ ワ ターラー）は、 つぎ の ように つげて おられ ます。 

「アッラー に とどく のは それら の にく でも、 それら の ち でも ない。 あなたがた の とくしん が と

どく。……」1 よげんしゃ ムハンマド（かれ の うえ に しゅくふく と へいあん あれ）は、 ハディース の なか 

で つぎ の ように かたって います。 

「アーダム の しそん は、 ぎせい を ささげる ひ に、 アッラー の ため に かちく を ぎせい に する こ

と いじょう に アッラー に とり たいせつ な こと は おこなわない」。2 

 

しんあい なる ムスリム の みなさま︕ 

クルバン とは、 かみ との しんみつさ、 アッラー に ちかづく ため の どりょく、 しんじん を ふかめたい との 

ねがい、 そして おんちょう の うけとりて と なれる よう はげむ こと を いみ します。 

クルバン とは、 ちゅうじつ で ある こと、 ほか の なにか や だれか より も、 ぜんのう の アッラー（スブハ

ーナ ワ ターラー）を   ゆうせん する こと です。 

クルバン とは、 ふくじゅう を いみ し、 しんこうしゃ で あれば じぶん の ざいさん も あいする もの も、 す

べて を よろこんで     さしだす こと を しめして います。 

クルバン は、 わたしたち の しゅ（スブハーナ ワ ターラー）が あたえて くださった むすう の しゅくふく に か

んしゃ し、 また それら の かち を りかい する こと を いみ します。 その ため には、 にんげん の がんぼ

う や よくぼう、 どんよくさ や ごうよくさ に      くっせず、 アッラー（スブハーナ ワ ターラー）と わたしたち 

の あいだ の しょうがい を とりのぞく こと が ひつよう です。 

 

しんあい なる しんこうしゃ の みなさま︕ 

クルバン は また、 どうほうあい の かんかく を はぐくみ、 たがい に たすけあい、 れんたい する せいしん を 

たかめる こと でも   あります。 しんこうしゃ の あいだ に こころ の かけはし を きずき、 じぶん の くに で 

こんきゅう している ひとびと だけ では なく、せかいじゅう の、 よくあつ され、 しいたげられて いる すべて の 

ひとびと の きぼう の ひかり と  なる こと です。 わたしたち が  ぎせい に する かちく の とりぶん とは、 

わたしたち が たべて しょうひ する もの では なく、 わたしたち が あたえる べき もの   です。 この てん 

に ついて わたしたち の よげんしゃ（かれ の うえ に しゅくふく と へいあん あれ）は、 ぎせい に ささげた 

かちく の なに が のこって いるか を たずねた とき、 わたしたち の はは アーイシャ（しゅ の ごまんえつ あ

れ）が 「かた の ほか は なにも ありません」 と こたえると、 「それは、 かた いがい は すべて のこって 
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いる と いう こと だ」3 と おうじ ました。 

 

しんあい なる ムスリム の みなさま︕ 

トルコ しゅうむちょう ざいだん は、 だいりにん を たてて クルバン の イバーダ を おこないたい こじん の  

かた の ため に、 れいねん どおり わたしたち の だいきぼ な しゅうだん での ほうし を おこない ます。 

「クルバン を わかち あおう、 きょうだい しまい と て を とりあおう」 を あいことば に、 せかいじゅう の    

こんきゅうしゃ への クルバン の しょくにく はいふ のみならず、 みなさま の ぜんい から なる じぜん の    

ぶんぱい も おこない ます。 みなさま から おあずかり した ぎせい の かちく は、 イスラーム の てじゅん に

したがって ただしく、 とうめいせい の たかい ほうしき で とちく され、 よくあつ された ぎせいしゃ の ひとびと

や こんきゅう している ひとびと に みなさま の おなまえ に おいて はいふ されます。 この ように して    

わたしたち の どうほうあい は  つよまり、くらく しずんだ こころ にも イード の よろこび と しあわせ が、   

インシャアッラー とどく こと でしょう。 この ば を おかり して、 おあつまり の みなさま も この じぜん の  

キャラバン に おまねき したい と おもい ます。 どうぞ とうざいだん の とりくみ に ごさんか ください。      

アッラー（スブハーナ ワ ターラー）が すこやか で へいあん な、 こうふく な イード を むかえ させて      

ください ます ように。 
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